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北海道の保育園における積雪園庭空間モデルの一提案 

－保育環境と園児の動線及び遊びの変化に着目して－ 
 

近藤 雄大* 

 

A Proposal for a Snowy Garden Space Model for Nursery Schools in 

Hokkaido 

－Focusing on the Childcare Environment, Children's Lines of Flow, and 

Changes in Play－ 
 

KONDO Yuta 
 

The purpose of this study is to proposal a case study of a snowy garden space model in a nursery school in Hokkaido, 
focusing on childcare environment and changes in children's lines of flow and play. Specifically, the spatial configuration of 
the school garden spaces during the non-snow falling and snow falling seasons was recorded in varying configurations, and 
changes in children's lines of flow and play were analyzed using Dartfish Pro S. The analysis results showed that in the space 
without tools, there was no significant difference in the transformation of play and the change in line of flow. In addition, the 
spatial configuration using sleds revealed that children's movements were fixed due to the polarization of play and 
monotonous lines of movement. From this study, it is possible to proposal 1) a snow-covered playground space without using 
tools, and 2) a snow-covered playground space with multiple dynamic play arrangements.  
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１．緒 言 
 

積雪寒冷地域において、児童の体力水準は全国平

均より低い傾向がある。例えば、北海道の小学生の

体力は、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の

結果に基づけば、男女ともに体力合計点総合評価の

児童の割合が 6.3～10.1 ポイント全国平均を下回っ

ている１）。その一般的背景には、肥満傾向児の増加、

運動する児童と運動しない児童の二極化等を指摘

できるが、積雪寒冷地域特有の降雪期における児童

の運動量の低下も考えられる。志手ら２）は生理的指

標に基づいて統計分析の結果から北海道の降雪期

における小学生の運動量・活動量が非降雪期におけ

る小学生の運動量・活動量と比較して著しく低下す

る傾向があることを報告している。積雪寒冷地域に

おける児童の運動量・活動量を確保するためには、

降雪期の体育の指導内容を検討、工夫することや児 
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童が自発的に運動をすることができる条件を整え

ることが必要であるが、より根本的には幼児期から

の継続的な運動・活動習慣を確立させる必要があろ

う。 
さて、文部科学省は『幼児期運動指針』において、

「幼児期は、生涯にわたる運動全般の基本的な動き

を身につけるための大切な期間」３）と位置づけてい

る。そしてこの期間に、「屋外、屋内を含め、毎日 60
分以上を目安として体を動かす時間の確保」を具体

的に求めている。一方で、厚生労働省は『保育所保

育指針』を発表し、「環境を通して行う保育の重要

性」４）について指摘している。ここでは、「保育者

は、子どもの生活が豊かになるように、計画的に人・

物・場などの環境を構成し、工夫して保育を行うこ

と」を求めている。2 つの制度的指針に基づいて、

積雪寒冷地域について考えると、降雪期の幼児の十

分な運動量・活動量とはどのくらいか、降雪期に幼

児の十分な運動量・活動量を確保するために、保育

者はどのような環境を構成する必要があるのかを

明らかにしなければならない。 
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既存の保育者の環境構成に関する研究を概観す

ると、藤田５）は関東・中部地方にある幼稚園の園庭

の物的要素（固定遊具、樹木等）により、幼児・園

児の遊びの選択が流動的に広がることを明らかに

している。また、汐見ら６）は変更前、変更後の第 1
ステージ、第 2 ステージの 3 段階の空間構成を行っ

た。第 1 ステージとして、保育室の空間構成を単一

空間から畳スペースとままごとコーナーからなる

部屋に変容させた。さらに、第 2 ステージとして、

第 1 ステージに動的遊びのコーナーと静的遊びの

コーナーを加え 3 つの類型からなる部屋に変容さ

せた。保育室の空間構成を変容させることによって、

乳児の遊びへの集中度が高まること、保育者がより

よい空間構成にするため保育室の環境の課題やそ

の課題の解決方法を考えることによって、保育者自

身の保育活動を見直す契機となることを明らかに

している。これらの既存研究における成果を本研究

の問題意識（より根本的には幼児期からの継続的な

運動・活動習慣を確立させること）に引き付ければ、

改めて、積雪寒冷地域において、幼児・園児の運動

量・活動量を向上させるために保育者が構成しなけ

ればならない環境とは何かを明らかにする必要が

ある。 
 

２．研 究 目 的 
  
 本研究では、園児の運動量・活動量を向上させる

ために保育者が構成しなければならない環境とは

何かを考究する事端として、保育環境と園児の動線

及び遊びの変化に着目して、北海道の保育園におけ

る積雪園庭空間モデルの一事例を提案することを

目的とする。また、本研究の成果は、積雪寒冷地域

（北海道、東北、北陸等）において、保育者が園庭

における物的環境構成を考究する際の好個な資料

となると考える。 
 

３．研 究 方 法 
 

本研究では『保育所保育指針』で示された「健康」

と「環境」のねらい及び内容に基づき、園庭におけ

る空間の配置等の人工的な環境構成と子どもの動

線と遊びに注目した。具体的には、降雪期における

園庭の物的要素と空間の配置等を保育者と相談の

上で、変更し、非降雪期と比較することで、園児の

動線と遊びの変化を時系列的にデータ化し、マッピ

ングによって可視化することを試みた。なお、本研

究では、環境としての保育者については検討せず物

的環境に限定する。保育者を環境として捉えること

は実践上重要なことであるが、分析が複雑になるた

め本研究では物的環境のみに焦点を当てる。 

３．１ 対象と撮影回数 
 北海道の A 保育園（総児童数約 100 人）の園児

（5 歳児 1 クラス）を対象として、園庭での「設定

保育（運動）」の時間を定点カメラで映像記録した。

本研究では、撮影日、撮影時間、参加した子どもの

人数を表１に示す。撮影回数については、非降雪期

（2022 年 6 月 7 日）に 31 分、降雪期(2023 年 1 月

13 日)に 25 分、計 2 回撮影と記録を実施した。さら

に、降雪期（2023 年 2 月 13 日）に積雪した園庭の

空間構成を変容させ、28 分、計 1 回撮影と記録を実

施した。撮影の様子を図 1 に示す。 
 

表 1 撮影対象 

 
 

 
図 1 撮影の様子 

 

３．２ 分析方法と分析視点 
 まず、撮影した映像記録をもとに園児の動線を分

析する７）。具体的には、動作分析ソフト「Dartfish Pro 
S」のタギング機能とゾーンツール機能を用いて、

映像記録内の園児の動きをタギングし、園児の動線

を分析する。同ソフトでは、園児の運動を移動と行

為に分類することができ、園児の動線を視覚的に確

認することができる。本研究の動線分析では、6 歳

児クラスの子どもの中から保育者と相談のうえ 1
名を対象児として選択し、動線を分析した。対象児

の選択に際して、撮影期間（計 3 日）に通園してい

ること、動線分析をするために活動児であること、

比較的運動している集団に属していること、を考慮

した。 
次に、撮影した映像記録をもとに園児の遊びを分

析する８）。具体的には、遊びの変容について、撮影

した映像から子どもの行為を観察することによっ

て、クラス全体の遊びの変容を捉えることとした。 
最後に、園児の動線及び遊びの分析より、本研究

の結果から提案できる北海道における具体的な園

撮影日 2022/6/7 2023/1/13 2023/2/13
撮影時間 31分 25分 28分

男児/女児（名） 12/10 10/8 12/8
合計（名） 22 18 20

保育施設
（園舎）

園庭

2階から撮影

2階から撮影

入り口

小山

横幅29.6ｍ

縦
幅

28
.5
ｍ
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庭空間モデルの一例を提示する。 
 

３．３ 降雪期における園庭空間の変化 
保育園の園庭空間は、非降雪期変更前（1 回目）、

降雪期変更前（2 回目）、降雪期変更後（3 回目）の

3 パターンある。非降雪期変更前の園庭空間は、降

雪・積雪がなく、道具を用いない空間である。降雪

期変更前の園庭空間においても同様に、道具を用い

ない空間である。非降雪期との相違点は、雪が積も

っている園庭空間であるということである。この 2
パターンを図 2 に示す。降雪期変更後の園庭空間で

は、担当保育士との協議により、そりを用いた動的

遊び空間と、雪遊びができる静的遊び空間を構成し、

空間構成を変容させた。変容させた園庭空間パター

ンを図 3 に示す。 
 

 
図 2 撮影 1 回目と 2 回目の園庭空間（空間構成変更前） 

 

 
図 3 撮影 3 回目（空間構成変更後） 

 
４．結果と考察 

 
４．１ 動線の分析結果と考察 

 まず、非降雪期変更前（1 回目）における動線の

分析結果を図 4 に示す。前半は活発に動いているこ

とが動線から把握できる一方で、後半は、動きが減

っていることが動線から確認できる。 

 
図 4 非降雪期変更前（1 回目）における動線の分析結果 

 
次に、降雪期変更前（2 回目）における動線の分

析結果を図 5 に示す。前半は、非降雪期変更前（1
回目）における同線と同様に活発に動いていること

が把握できる。特徴的な点は、非降雪期変更前（1
回目）と同様に後半、動きが減っていることが確認

できることである。この要因として、子どもが疲れ

て、動きが減っていると推察される。 
 

 
図 5 降雪期変更前（2 回目）における動線の分析結果 

 
続けて、降雪期変更後（3 回目）における動線の

分析結果を図 6 に示す。動線からは、そり遊びを継

続的に行なっていることが把握できる。また、子ど

もの動線が、そりを用いた単調的な往復動作になっ

ていることが確認できる。 

園庭小山

園庭小山

動的遊び空間 静的遊び空間
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図 6 降雪期変更後（3 回目）における動線の分析結果 

最後に、動線分析の結果をまとめたものを図 7 に

示す。1 つ目に、非降雪期変更前（1 回目）と降雪

期変更前（2 回目）における道具を用いない空間で

は、動きの範囲が狭まっていることが把握できる一

方で、動線の大きな変化は見られない。このことは、

子どもの道具を用いない園庭空間での動線におい

て、非降雪期と降雪期の差異がないことを示唆して

いると考えられる。2 つ目に、そりを用いた動的遊

び空間と静的遊び空間を構成した場合、単調的な動

線となり、動きが固定化される様子が窺える。この

ことから、動的遊び空間においては、遊びを発展さ

せるために、動線の固定化を防ぐ空間を構成する必

要があることが考えられる。 
 
 

 

 
図 7 動線分析の結果のまとめ 

 
４．２ 遊びの分析結果と考察 

 まず、非降雪期変更前（1 回目）における遊びの

分析結果を図 8 に示す。クラス全体の遊びの変化を

把握することが目的であるため、以下の図内におけ

る子どもの人数（子どもは●で表示）については、

必ずしも撮影対象の人数と一致していない。また、

図内の矢印、遊びが時間とともに変化していること

を表している。遊びの内容が確認し得たグループで

クラス内を区分すれば、クラス内は、大きく 4 つの

グループに区分できる。グループ 1 においては、鬼

ごっこ→ごっこ遊び→土いじり、と遊びが変化して

いくことが把握できる。グループ 2 においては、鬼

ごっこ→だるまさんがころんだ、と遊びが変化して

いく様子が窺える。他の 2 つのグループでは、土い

じりやお話など、動く遊びが少ないことが確認でき

る。 
次に、降雪期変更前（2 回目）における遊びの分

析結果を図 9 に示す。グループ 1 においては、鬼ご

っこ→ごっこ遊び→お話し、と遊びが変化していく

ことが把握できる。グループ 2 においては、鬼ごっ

こ→雪滑り、と遊びが変化していく様子が伺える。

他の 2 つのグループでは、雪遊びやお話など、動く

遊びが少ないことが確認できる。 

 

 
図 8 降雪期変更前（1 回目）における遊びの分析結果 

 
 

〇非降雪期１回目 〇降雪期１回目 〇降雪期２回目（空間構成変更後）

園庭 園庭 園庭
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図 9 降雪期変更前（2 回目）における遊びの分析結果 

 
続けて、降雪期変更後（3 回目）における遊びの

分析結果を図 10 に示す。グループ 1 においては、

観察時間内においてそり遊びを継続して行ってい

た様子が確認できる。他の 2 つのグループにおいて

は、そり遊びを全くせずに雪遊びを行っている様子

が把握できる。 
 

 
図 10 降雪期変更後（3 回目）における遊びの分析結果 

 
最後、遊びの分析結果をまとめたものを図 11 に

示す。遊びの分析結果から、非降雪期変更前（1 回

目）と降雪期変更前（2 回目）における道具を用い

ない空間では、比較的似た遊びの変容が確認できる。

このことは、動線の分析結果と同様に、子どもの道

具を用いない園庭空間では、非降雪期と降雪期の遊

びの変容に差異がないことを示唆していると考え

られる。また、変容後であるそりを用いた動的遊び

空間と静的遊び空間を構成した場合、遊びの二極化

が生じたことが把握できる。動的遊び空間と静的遊

び空間を配置する時には、遊びの二極化が生じない

ような対策をとる必要があることが考えられる。

 

 

図 11 遊びの分析結果をまとめ 

〇非降雪期１回目

〇降雪期１回目

〇降雪期２回目（空間構成変更後）
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５．ま と め 
 
 本研究は、園児の運動量・活動量を向上させるた

めに保育者が構成しなければならない環境とは何

かを考究する事端として、保育環境と園児の動線及

び遊びの変化に着目して、北海道の保育園における

積雪園庭空間モデルの一事例を提案することを目

的とした。 
まず、北海道の A 保育園の園児を対象として、道

具を用いない空間構成をした非降雪期変更前（1 回

目）と降雪期変更前（2 回目）の園庭、そりを用い

た動的遊び空間と雪遊びができる静的遊び空間を

構成した降雪期変更後（3 回目）の園庭を定点カメ

ラで撮影と記録をした。 
次に、記録した映像を対象に、「Dartfish Pro S」を

用いて、動線と遊びの変化を分析した。分析した結

果、非降雪期と降雪期の比較から道具を用いない空

間においては、遊びの変容と動線の大きな変化が見

られないこと、そりを用いた空間構成から遊びの二

極化と単調的な動線によって分析対象児の動きが

固定化される様子が観察された。 
本研究の結果から、北海道の保育園における積雪

園庭空間モデルの一事例を提案すると、次の 2 つで

ある。 
１）道具を用いない積雪園庭空間 

子どもの主体性を尊重し、あえて遊具を配置しな

い空間を構成する。非降雪期と降雪期の道具を用い

ない空間では、遊びの変容と動線の変化に差異がほ

とんど見られなかったことから、非降雪期同様の遊

びの種類と動線が確保できると考えられる。 
２）動的遊びを複数配置する積雪園庭空間 

そり遊びと○○遊び（体を動かす遊び）のような多

様な動的遊びを可能とする遊具を配置する空間を

構成する。動的遊び空間 1 つと静的遊び空間 1 つの

配置では、遊びの二極化と動線の固定化が生じたこ

とから、複数の動的遊び空間を構成することで、遊

びの二極化と動線の固定化を防ぐ空間を構成する

ことができると考えられる。 
最後に、今後の課題を示す。 
本研究調査報告では、保育者と相談のうえ 1 名を

対象児として選択し、動線を分析した。より大きな

分析枠組みで、様々な子どもを対象に詳細な分析を

進めていくことで、様々な積雪園庭空間を提案でき

ると考える。また、2 画面で保育園の園庭を撮影し

たが、死角が生じたため、今後の 3 画面での撮影も

検討していく必要がある。さらに、本研究調査報告

では、動的遊び空間 1 つと静的遊び空間 1 つを構成

したが、例えば、動的遊び空間と動的遊び空間など、

様々な空間構成が想定される。継続的な調査により、

試行回数を増やし、データを蓄積していくことが適

切な空間を提案する時の一助となると考える。今後

の課題としたい。 
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